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長
万
部
町                                      

～
く
つ
ろ
ぎ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
～

長
万
部
公
園
キ
ャ
ン
プ
場

野
鳥
観
察
が
で
き
る
「
と
み
の
の
森
」
が
隣
接
し

て
い
る
ほ
か
、
運
動
場
や
遊
歩
道
な
ど
が
整
備
さ

れ
た
広
大
な
総
合
公
園
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
ア
ヤ

メ
や
ス
イ
レ
ン
の
花
が
咲
き
誇
り
、
道
内
外
か
ら

多
く
の
キ
ャ
ン
パ
ー
が
訪
れ
ま
す
。
●
キ
ャ
ン
プ

場
料
金
（
１
泊
分
）
／
大
人
５
０
０
円
／
小
人
２

０
０
円
●
バ
ン
ガ
ロ
ー
料
金
（
１
泊
分
）
／
１
棟

５
、０
０
０
円
●
ご
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
／
役
場

産
業
建
設
課 
殺
０
１
３
７
７
・
２
・
２
４
５
６

八
雲
町                                         

噴
火
湾
を
見
下
ろ
し
心
地
よ
い
汗
を
鎧

噴
火
湾
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

絶
景
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
楽
し
め

ま
す
。
ご
家
族
や
ご
友
人
、
お
仲
間
と
ご
一
緒
に

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
●
営
業
時
間
／
日
出
～
日

没
（
チ
ケ
ッ
ト
販
売
午
後
５
時
ま
で
）
●
利
用
料

金
／
５
０
０
円
、
シ
ー
ズ
ン
券
も
ご
用
意
し
て
い

ま
す
。
●
コ
ー
ス
／
全　

ホ
ー
ル
●
定
休
日
／
毎

４５

週
月
曜
日
●
場
所
／
八
雲
町
浜
松
●
問
い
合
わ
せ

先
／
噴
火
湾
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク 
殺
０
１
３
７
・
６

５
・
６
０
３
０　
　
　
　

八
雲
町
熊
石
地
域                            

秘
湯
「
熊
の
湯
」

平
田
内
川
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
渓
谷
の
岩
場
に
湧

く
天
然
の
露
天
風
呂
。
豪
快
な
渓
谷
美
の
中
で
の

湯
浴
み
は
、
野
趣
あ
ふ
れ
る
ひ
と
と
き
を
満
喫
で

き
ま
す
。
●
場
所
／
国
民
宿
舎
ひ
ら
た
な
い
荘
よ

り
さ
ら
に
４
㎞

山
へ
入
っ
た
と
こ
ろ
。
男
女
別
更

衣
室
、
駐
車
場
有
り
。
●
利
用
料
／
無
料
●
問
い

合
わ
せ
先
／
八
雲
町
熊
石
総
合
支
所
産
業
課 
殺
０

１
３
９
８
・
２
・
３
１
１
１

今
金
町                                         

『
奥
美
利
河
温
泉
山
の
家
』

「
奥
美
利
河
温
泉
山
の
家
」
が
４
月　

日
オ
ー
プ
ン

２９

し
ま
し
た
！
山
中
に
た
た
ず
む
「
山
の
家
」
。

ち
ょ
っ
と
ぬ
る
め
の
温
泉
は
、
ゆ
っ
く
り
つ
か
れ

る
癒
し
の
空
間
。
自
然
が
贅
沢
だ
と
感
じ
る
瞬
間

health

膝
な
ど
の
関
節
の
つ
ら
い
痛
み
は
な
ぜ
起
こ
る
?

釜
保
健
師
か
ら
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス

安
静
に
し
て
整
形
外
科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
鎧

今月の担当

北檜山区

古守 亜珠です

　

暖
か
く
な
り
、
体
も
心
も
動
き
出
し

た
い
時
で
す
が
、
頑
張
り
す
ぎ
て
関
節

痛
を
お
こ
し
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
?

姿
ま
ず
は
関
節
の
構
造
か
ら

　

体
を
動
か
す
た
め
に
必
要
な
関
節

は
、
骨
と
骨
の
つ
な
ぎ
め
で
す
が
、
実

は
直
接
骨
と
骨
は
ぶ
つ
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。
関
節
の
骨
と
骨
の
す
き
間
に
あ
る

の
は
、
柔
ら
か
く
て
弾
力
の
あ
る
「
軟

骨
」
と
「
滑
膜
（
か
つ
ま
く
）」
か
ら
分

泌
さ
れ
る
「
関
節
液
」
で
す
。
関
節
液

は
潤
滑
油
の
役
割
で
、
関
節
を
ス
ム
ー

ズ
に
動
か
す
助
け
を
し
ま
す
。（
図
①
）

姿
関
節
痛
の
原
因

　

関
節
の
中
で
も
、
特
に
痛
み
を
起
こ

し
や
す
い
の
が
膝
で
す
。
体
重
を
支
え

な
が
ら
、
立
っ
た
り
歩
い
た
り
、
階
段

を
昇
り
降
り
す
る
の
で
、
大
き
な
負
担

が
か
か
り
ま
す
。

　

関
節
痛
を
引
き
起
こ
す
原
因
（
表
①
）

は
色
々
あ
り
ま
す
が
、
も
し
関
節
に
痛

み
を
感
じ
た
ら
、
ま
ず
は
安
静
に
し
、

早
め
に
専
門
医
で
あ
る
整
形
外
科
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

姿
変
形
性
膝
関
節
症
と
は

　

膝
の
痛
み
を
持
つ
人
の
ほ
と
ん
ど

が
、
こ
の
病
名
が
つ
き
ま
す
。
起
こ
し

や
す
い
人
は
、　

歳
以
上
、
女
性
、
肥
満

５０

な
ど
の
方
で
、
主
な
症
状
は
次
の
と
お

り
で
す

①
動
か
し
た
と
き
に
痛
む

②
曲
げ
伸
ば
し
が
つ
ら
い

③
水
が
た
ま
る　

な
ど

　

治
療
法
に
は
手
術
療
法
と
そ
れ
以
外

の
保
存
療
法
が
あ
り
ま
す
。

　

保
存
療
法
で
は
、
ま
ず
リ
ハ
ビ
リ
的

に
膝
の
周
辺
の
筋
力
を
つ
け
、
体
重
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
膝
の
負
担
を
減
ら
し

ま
す
。

　

薬
で
の
治
療
で
よ
く
使
わ
れ
る
の
は

痛
み
止
め
、
外
用
薬
で
は
塗
り
薬
や
貼

り
薬
が
あ
り
ま
す
。

　

注
射
で
は
、
軟
骨
の
成
分
で
あ
る
ヒ

ア
ル
ロ
ン
酸
注
射
や
、
炎
症
を
強
く
抑

え
る
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
の
注
射
が
あ
り
ま

す
。
医
師
や
薬
剤
師
と
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

図① 関節の構造（膝を横から見た図）
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で
す
。
●
料
金
／
日
帰
り
入
浴 
大
人 
３
０
０
円
、

小
学
生 
１
５
０
円
、
幼
児 
無
料
●
宿
泊
料
／ 
大

人 
５
、
５
５
７
円
～　

小
学
生 
４
、７
７
７
円
～

（
１
泊
２
食
付
税
込
み
）
●
問
い
合
わ
せ
、
予
約
申

し
込
み
／
ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ 
殺
０
１
３
７
・
８

３
・
７
１
１
１

せ
た
な
町
北
檜
山
区                  　
   

ふ
れ
あ
い
市
場

地
元
の
農
漁
業
者
に
よ
る
と
れ
た
て
野
菜
や
新
鮮

海
産
物
の
直
売
と
、
衣
料
品
や
木
工
、
陶
工
芸
品

な
ど
の
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
展
示
販
売
を
行
う
「
ふ

れ
あ
い
市
場
」
が
オ
ー
プ
ン
。
●
開
設
期
間
／
５

月　

日
（
日
）
～　

月　

日
（
日
）
ま
で
●
営
業

１８

１０

２６

日
時
／
毎
週
土
日
（
平
日
は
休
館
で
す
）
午
前　
１０

時
～
午
後
４
時
●
直
売
会
／
毎
月
第
１
・
第
３
土

曜
日　

午
後
２
時
～
３
時
ま
で
●
問
い
合
わ
せ
先

／
ふ
れ
あ
い
市
場
運
営
協
議
会
（
せ
た
な
町
産
業

振
興
課
商
工
労
働
観
光
係
） 

殺
０
１
３
７
・
８
４
・

５
１
１
１

せ
た
な
町
瀬
棚
区                            

初
心
者
・
団
体
も
大
歓
迎
！

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
艇
庫

５
月
１
日
か
ら
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
艇
庫
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
ヨ
ッ
ト
や
カ
ヌ
ー
、
ウ
イ

ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
な
ど
の
試
乗
体
験
な
ど
豊
富
な

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
用
具
を
用
意
し
て
、
皆
さ
ん
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
初
心
者
の
方
も
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
が
指
導
い
た
し
ま
す
の
で
気
軽
に
利
用

で
き
ま
す
。
※
月
曜
休
館
●
問
い
合
わ
せ
先
／
せ

た
な
町
教
育
委
員
会
瀬
棚
教
育
事
務
所 
殺
０
１
３

７
・
８
７
・
３
３
２
２

せ
た
な
町
大
成
区                            

太
田
神
社
例
大
祭

道
南
五
大
霊
場
の
ひ
と
つ
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い

る
太
田
神
社
。
航
海
安
全
の
守
り
神
と
し
て
古
く

か
ら
信
仰
さ
れ
、
例
大
祭
で
は
、
大
漁
と
海
の
安

全
を
祈
っ
て
開
催
さ
れ
、
例
年
た
く
さ
ん
の
参
拝

者
が
訪
れ
ま
す
。
大
漁
旗
を
な
び
か
せ
た
漁
船
群

が
海
上
渡
御
す
る
さ
ま
は
、
ま
さ
に
壮
観
そ
の
も

の
で
す
。
そ
の
他
、
郷
土
芸
能
披
露
・
歌
謡

シ
ョ
ー
・
花
火
大
会
な
ど
、
催
し
物
が
盛
り
沢
山
。

●
開
催
日
／
６
月　

日
（
金
）
～　

日
（
土
）
●

２７

２８

場
所
／
太
田
神
社
特
設
会
場
●
問
い
合
わ
せ
先
／

大
成
総
合
支
所
産
業
建
設
課
（
商
工
労
働
観
光

係
） 

殺
０
１
３
９
８
・
４
・
５
５
１
１

《
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
Ｑ
＆
Ａ
》

Ｑ
坩
関
節
は
温
め
た
方
が
い
い
の
?

冷
や
し
た
方
が
い
い
の
?

Ａ
坩
関
節
痛
は
冷
え
る
と
悪
化
す
る

こ
と
が
多
い
の
で
、
温
め
る
の
は
効

果
的
、
入
浴
で
体
の
芯
か
ら
温
ま
る

な
ど
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、

急
激
な
痛
み
や
関
節
に
腫
れ
や
熱
っ

ぽ
さ
が
あ
る
な
ど
、
場
合
に
よ
っ
て

は
冷
や
し
た
ほ
う
が
い
い
で
す
。

Ｑ
坩
関
節
に
た
ま
っ
た
水
（
関
節
液
）

を
抜
く
と
ク
セ
に
な
る
?

Ａ
坩
関
節
に
た
ま
っ
た
水
が
大
量
に

た
ま
っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
が
も

と
で
関
節
が
動
か
し
づ
ら
か
っ
た

り
、
痛
み
が
お
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
場
合
水
を
抜
く
治
療
は
効

果
的
で
す
。
ク
セ
に
な
る
と
い
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
水
が
た
ま
る

原
因
は
解
決
さ
れ
て
い
な
い
と
、
し

ば
ら
く
す
る
と
ま
た
た
ま
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

表① 関節痛を起こす代表的な病気

症状や特徴病　　名

関節の軟骨がすり減ったために、痛みが生じる病気で、一番多いのは膝（変形性膝関
節症）。膝が痛む病気としては最も多い。

変形性関節症

免疫反応の異常により、全身の関節が炎症を起こす病気。関節の滑膜に炎症が起こり、
そこから出る物質が関節軟骨や骨を破壊するため、関節が変形する。朝に手や指がこ
わばって動かしにくいのが症状の特徴。

慢性関節リウマチ

一般的な呼び名は「五十肩」。老化などにより、腕を支える筋肉が衰えて炎症を起こす。
特に腕を上げる動作などで痛みを感じる。肩関節周囲炎

関節に細菌が入り込んで化膿し、炎症を起こす。関節が赤く腫れて熱をもち、痛みも
徐々に強くなる。化膿性関節炎

膝の上側の骨（大腿骨顆骨）の一部が壊死して、強い痛みが起こる。５０歳以上の女性
に多く、症状が変形性膝関節症に似ている。大腿骨顆骨壊死

関節に尿酸が溜まることで炎症を起こす。まず足の親指の付け根に起こることが多い。
中高年の男性に多い病気。痛風

渡島檜山北部通年雇用促進支援協議会からのお知らせ

季節労働者の通年雇用化を促進します

●事業所向け通年雇用支援セミナー
　（各町１１月から１２月に予定）
●季節労働者向け意識啓発セミナー
　（各町１月に予定）
●支援員による求人開拓　（年間を通して実施）

●雇用相談窓口の開設
　（１２月から３月まで、各町相談日を設けます）
●技能講習事業　（１月から２月を予定）
●季節労働者資格取得支援事業
●その他雇用促進の支援事業

■問い合わせ先
渡島檜山北部通年雇用促進支援協議会事務局　八雲町役場商工観光労政課内殺０１３７-６４-３３５５

平成２０年度の主な事業計画は次のとおりです。詳細については随時、チラシや広報等でお知らせします。


